
保育の質の向上

～子ども達の未来のために～

北区立西ケ原保育園 久保正子
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西ケ原保育園 概要
• 東京都北区立（公立） ＊北区の公立園は全３８園（分園４園を含む）

• 昭和４０年１１月１日開設（定員１００名）

• 当初は児童館と保育園の併設施設

⇒待機児童解消のため、児童館部分を保育室に改修し、平成２２年４月

より０歳児保育を開始

＜現在の定員（計114名）＞

＊１・２歳児の待機児童解消のため、弾力運用により、現在１２０名在籍可能

＜職員構成（現在 計２５名）＞

園長（1名）・主任保育士（1名）・保育士（18名）

保健師または看護師（1名）調理師・用務（委託）・非常勤栄養士（1名）

非常勤保育士（3名）・パート職員（保育補助）・嘱託医（1名）
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子どもを育てるのは環境

環境を整えれば子どもは自ら育つ力を持つ

子どもが育つうえでもっとも大切な環境は

ひと

そのため、人材育成研修に
力を入れています

3



職員研修の全体像
• 職員の資質向上に向け、区が行う研修に加え、関係機関等
の様々な研修を効果的に活用し、経験年数に見合った研修
への参加を推進し、職場内での研修成果等の共有を図る。

１ 特別区研修（新任研修や管理職研修など職層別研修 等）

２ 北区人材育成研修

３ 北区公立保育園園長会 サービス向上委員会

保育園職員研修部会主催研修

（講演会・歳児別学習会・園内研究・公開保育）

４ 北区教育政策課主催研修（きらきら０年生応援プロジェクト）

（３・４・５歳児担任研修・コーディネーター派遣）

５ 教育研究会研修 ＊幼稚園・小学校との連携研修

６ 東京都公立保育園研究会研修 ＊勤務時間外の任意の研修
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北区保育課主催研修計画
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西ケ原保育園 職員育成研修計画



組織図
（北区保育課と公立保育園園長会の関係）

北区公立保育園園長会
園長会幹事会

保育課長

サービス向上委員会

保育園職員研修部会

特別支援児部会

給食調理・
ｱﾚﾙｷﾞｰ対応部会

新サービス等検討部会

保育課担当
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北区 新規職員募集人数（福祉）

平成２８年度 ８０名程度

平成２９年度 ４０名程度

平成３０年度 ４５名程度

多くの新規採用者に対し、より一層新人職員の育成に
取り組む。
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新人育成プログラム（園長会）
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新人育成計画（各園での活用例）
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公開保育・協議会を
組み合わせて行う園内研究

他園の職員が保育を参観し、良いところ、工夫が必要なところを
見出し、午睡時の協議会で意見交換を行う。その際、外部講師
からも助言を受ける。
（近隣の保育園同士が２園１組で年度ごとに交代して実施）
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• 園内研修は、保育園独自のものを毎年行う
園、公開保育を行わない年に実施する園など
様々。

• その年のテーマ・ねらいを決めて、保育園ご
とに職員全体で取り組む。

• 学んだことや変化の様子については、前述の
園内研究と同様に環境シートに記録し、保存
など園によって工夫している。

各保育園独自の園内研究

12



園内研究 保育環境シート1歳児
園内研究で学んだことを

環境シートに記録すると共に、

３か月後に変化した様子を

配置図や写真を通して見ることで

学びにつなげる。

これらの各園の研究は

保育課共通フォルダに格納され、

他園のものも共有できる仕組み

となっている。
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歳児別学習会
各園の０歳児担任が集まり、
代表園の保育のビデオを
見て、年齢の発達が見られる
場面とその支援が見られる
場面・課題と思われる場面
などについてグループ討議し、
外部講師から助言を受ける。
1歳児・2歳児も同様に実施。
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受講報告：1週間以内及び

3か月後取り組みの成果提出



歳児別学習会
動画とこの配置図を見て、動線・遊びの展開について学ぶ資料とする
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園長会 組織図

園長会

事務
連絡会

地区別 園長会

園長会

事務
連絡会

王子・志茂地区
園長会

赤羽地区
園長会

滝野川地区
園長会
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地区別園長会
王子志茂・赤羽・滝野川

３つの地区別園長会の中で
情報共有する。

研究保育（公開保育）

失敗事例（怪我・事故・

保護者対応など）

更に園長会で全園に共有。
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教育政策課
研修

教育
研究会

資質向上に関する地域全体の連携

近隣区にも呼
びかけ（文京・荒
川・台東・板橋区）

私立園・小規模保育・
家庭福祉員・認証保
育園等の呼びかけ

小学校・幼稚園と
共に実施
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園長会主催

特別支援児
研修

公民合同
講演会



• 幼児期の教育の重要性を踏まえ、幼児教育
の質の向上を図り、その後の教育の基礎を
培うことを目的としている。

• 北区の幼児すべてが充実した教育を受け、
家庭・地域とも連携し、発達と学びの連続性
を踏まえた小学校生活との円滑な接続を目
指す。

保育園・幼稚園・小学校連携
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子どもがじっくりと遊ぶことが

出来る環境を整えて保護者とともに

寄り添い、そしてひとり一人を大切

にした保育を展開できる保育園を

目指していきたいと思います。
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